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事業全体のタイムスケジュール

① 前処理技術

評価◎／取りまとめ

③ 変異・融合酵母による発酵 
② 高活性セルラーゼ産生・糖化 

2010 年度事業項目

◎ ◎ ◎ 

2011 年度 2012 年度

亜塩素酸塩で脱リグニンした稲藁を重曹溶液に

浸して熱処理すると、ガス発生に伴いセルロー

ス構造が弛緩される。さらに、生成されたナトリ

ウムイオンがセルロース繊維間に侵入し、セル

ロース表面をプラスに荷電させ、セルロース繊維

構造の規則性を稲藁に多く存在する+++---
（TypeⅠ）から+-+-+-（TypeⅡ)に改変する。この

構造改変によりセルラーゼが吸着しやく、効率

的に分解されるようになる。 
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リグノセルロース系
バイオマスの前処

亜塩素酸塩による脱リグニ

ン、重曹によるセルロース

繊維の弛緩・結晶改変 

メタボローム解析を基に

グルコース・キシロース

資化性変異・融合酵母の

分子育種及び高効率エ

タノール発酵技術の確立

高効率エタノール発酵 

好熱カビの変異により、エ

タノール発酵適温度で高

活性をもつセルラーゼの

生産法の確立 

高効率酵素糖化 バイオエタノール 

達成目標(対稲藁有機分) 

① 糖化率 90%以上 

② エタノール転換率 0.4 

(kg-EtOH/kg-稲藁) 

農耕地 

変異・融合酵母による稲藁の高度エタノール発酵技術の開発 

左記の方法で製造した変異・融合酵母に対し

て、メタボローム解析によりキシロース代謝に

おける律速要因を明らかにし、変異処理によ

る融合酵母の代謝改変を行い、グルコースと

キシロースからのエタノール発酵能を飛躍的

に向上させる。具体的にはグルコースとキシ

ロースの取込みに関わる制御機構や細胞内

の酸化還元反応、解糖系とペントースリン酸

経路の代謝フラックスを調べ、それぞれ異な

った優位性をもった多数の細胞を選定し、そ

の融合を行う。 
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